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※新型コロナウイルス感染症対策のため、オンラインにより取材を行いました。
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─
─
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
食
品
ロ
ス

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
等
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

髙
井　
子
ど
も
に
「
食
べ
残
し
て
は
駄
目
」

と
言
う
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
駄
目
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
、
自
分
の
意
識
も

変
え
な
が
ら
、
子
ど
も
の
意
識
も
少
し
ず
つ

変
え
て
い
く
こ
と
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
か

な
と
思
い
ま
す
。

鵜
藤　
消
費
者
協
会
と
し
て
は
、
例
年
実
施

し
て
い
る
店
舗
で
の
啓
発
活
動
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
で
き
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
多
く
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
努
力
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

小
柳　
レ
ジ
袋
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
削
減
の
取

組
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の
店
舗
で
は
、
過
去

２
年
間
で
、
約
４
万
枚
の
削
減
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
消
費
者
の
皆
さ
ん
と
足

並
み
を
そ
ろ
え
て
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

─
─
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
へ
の
取
組

を
通
じ
て
、
ど
ん
な
社
会
（
磐
田
市
）
に
な

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

足
立　
私
た
ち
の
世
代
が
自
分
た
ち
さ
え
よ

け
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
次
の
世

代
に
き
ち
ん
と
残
し
て
い
け
る
よ
う
な
磐
田

市
で
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
何
か

始
め
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
柳　
取
組
を
通
じ
て
、事
業
者
、消
費
者
、

消
費
者
団
体
、
行
政
が
相
互
に
協
力
し
合
っ

て
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
磐

田
市
は
、
他
の
自
治
体
と
比
べ
て
も
、
か
な

り
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
す
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、実
践
し
、

形
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

髙
井　
子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
く
、
食
べ
ム
ラ

が
あ
る
の
で
、
残
り
物
は
家
族
の
お
弁
当
に

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
あ
と
、
す
ご
く
意
識

し
た
の
が
、
昨
年
末
に
牛
乳
が
大
量
に
余
る

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
多
く
目
に
し
た
の
で
、

意
識
的
に
牛
乳
を
使
っ
て
コ
ー
ン
ス
ー
プ
や

シ
チ
ュ
ー
、
デ
ザ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
り
し
ま

し
た
。

─
─
全
市
的
な
運
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
食
品
ロ
ス
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど

に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
。

髙
井　
「
手
前
か
ら
取
っ
て
も
ら
え
る
と
う

れ
し
っ
ぺ
い
」
の
ポ
ッ
プ
掲
示
は
、
す
ぐ
に

目
に
入
っ
て
、す
ご
く
意
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
が
小
さ
く
、
ま
と
め
買
い
を
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
牛
乳
を
２
本
買
う
と

き
は
、
１
本
は
手
前
か
ら
取
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

鵜
藤　
「
値
引
き
シ
ー
ル
を
集
め
て
食
品
ロ

ス
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
私
の
周
り
で

も
、
す
ご
い
反
響
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ど

こ
で
も
ら
え
る
か
聞
か
れ
た
り
、
た
く
さ
ん

の
人
が
応
募
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
と
て

も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
し
、
値
引
き
さ

れ
た
商
品
を
買
う
の
が
、
少
し
恥
ず
か
し
い

と
い
う
よ
う
な
抵
抗
感
も
な
く
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

小
柳　
私
た
ち
の
店
舗
で
も
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
開
始
前
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
用
意

し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
す
ぐ
に
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
消
費
者
の
意
識

の
高
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

足
立　
こ
れ
ま
で
消
費
者
協
会
と
も
連
携
し

─
─
食
品
ロ
ス
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
日
頃
、

感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

鵜
藤　
率
直
に
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
ま

す
。
日
本
で
は
、
毎
日
、
国
民
一
人
当
た
り

お
に
ぎ
り
一
個
分
（
年
間
約
６
０
０
万
ト

ン
、
東
京
ド
ー
ム
約
５
杯
分
）
を
捨
て
て
い

る
と
聞
く
と
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

小
柳　
私
た
ち
は
、
味
は
い
い
の
に
形
に
多

少
難
が
あ
る
だ
け
で
、
出
荷
の
規
格
外
と
な

り
、
食
品
ロ
ス
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
心
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
が
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
設
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

─
─
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
、
現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

小
柳　
店
舗
で
売
れ
残
っ
た
食
材
を
こ
ど

も
食
堂
や
必
要
と
さ
れ
る
家
庭
へ
無
償
配

布
す
る
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

足
立　
磐
田
市
の
特
産
品
の
海
老
芋
で
す

が
、
親
芋
は
食
べ
ら
れ
る
の
に
大
部
分
は
畑

で
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ

を
「
え
び
芋
コ
ロ
ッ
ケ
」
に
し
ま
し
た
。
食

材
を
加
工
す
る
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
の
削
減

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

鵜
藤　
消
費
者
協
会
は
、
10
年
ほ
ど
前
か

ら
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
や
レ
ジ
袋
削
減
の
啓

発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
食
品
ロ
ス
に

つ
い
て
も
、
理
解
を
深
め
、
問
題
意
識
を
持

っ
て
い
ま
す
。　

ゼロカーボンシティへの第一歩ゼロカーボンシティへの第一歩
　磐田市では「ゼ

※１
ロカーボンシティ」の実現に向けた第一歩として、事業所、市民団体、消費者、

行政が連携して、食
※2

品ロスとプラスチックごみの削減に取り組んでいます。今回、それぞれ
の立場の皆さんに、取組への思いや、思い描く磐田市の姿などについてお聴きしました。

（取材日：令和４年２月７日）      （聞き手：市議会建設産業委員会　芥川栄人委員長、江塚学副委員長）

て
弱
い
立
場
の
方
を
助
け
た
り
、
地
域
を
よ

り
よ
い
環
境
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
な
磐
田

市
で
あ
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

鵜
藤　
私
た
ち
は
便
利
さ
に
慣
れ
過
ぎ
て
い

ま
す
け
れ
ど
、
こ
こ
で
一
度
立
ち
止
ま
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
手
渡
す
未
来
に
責
任
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

髙
井　
磐
田
市
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
抑

え
る
こ
と
も
大
切
だ
け
ど
、
吸
収
も
増
や
せ

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
緑
を
増
や
す
こ
と

で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
効
果
が
あ
る
な
ら
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
そ
ち
ら
に
も
目

を
向
け
て
欲
し
い
で
す
。

──
取
材
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
が
、
身
近
な

変
化
に
目
を
向
け
、
で
き
る
こ
と
か
ら
地
道

に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
や
、
将
来
の
磐
田

市
や
子
ど
も
た
ち
を
思
う
真
剣
な
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
市

民
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
市
議
会
と
し
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、
真
剣
に
研
究
、
提
案

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
１　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

　
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
を

公
表
し
た
地
方
自
治
体
の
こ
と
。

※
２　
食
品
ロ
ス

　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
食
品
の
こ
と
。

遠州中央農業協同組合　園芸課
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「手前から取ってもらえるとうれしっぺい」の店頭ポップ キャンペーンパンフレット

用
語
解
説

食品ロス削減キャンペーン参加店舗一覧
店舗名 所在地 電話番号

遠州中央農業協同組合

1 磐田南部どっさり市 前野2765-2 0538-21-4500

2 見付どっさり市 見付3599-1 0538-36-7081

3 ふくの市 南島529 0538-55-3218

遠鉄アシスト株式会社

4 磐田市竜洋海洋公園レストハウスしおさい竜洋 駒場6866-10 0538-59-2641

株式会社遠鉄ストア

5 遠鉄ストア 池田店 池田162-16 0538-35-1120

6 遠鉄ストア 磐田店 見付字今之浦5879-1 0538-35-1941

7 遠鉄ストア 見付店 見付6038-5 0538-21-4111

8 遠鉄ストア 竜洋店 豊岡6926-3 0538-66-3541

株式会社クリエイトエス・ディー

9 クリエイトエス・ディー 磐田今之浦店 今之浦4-1-2 0538-21-1770

10 クリエイトエス・ディー 磐田福田町店 福田1368-1 0538-55-6233

株式会社ジェイエイ遠中サービス

11 Ａコープ 豊田中央店 森下127-5 0538-32-7350

株式会社食鮮館タイヨー

12 食鮮館タイヨー 福田店 福田中島777-1 0538-59-1515

店舗名 所在地 電話番号
株式会社タカラ・エムシー

13 フードマーケット マム磐田南店 西貝塚601-1 0538-39-2339

14 フードマーケット マム竜洋店 豊岡6468 0538-66-0036

株式会社バロー

15 バロー 磐田店 二之宮1026 0538-33-4110

株式会社ビッグ富士

16 エブリィビッグデー 磐田店 二之宮461 0538-39-1298

17 エブリィビッグデー ららぽーと磐田店 高見丘1200
ららぽーと磐田内 0538-31-8998

株式会社ベイシア

18 ベイシア 磐田豊岡店 下神増93 0539-63-0111

マックスバリュ東海株式会社

19 マックスバリュ 磐田中泉店 中泉2241-2 0538-37-2961

20 マックスバリュ 磐田西貝塚店 西貝塚横須賀道北3690 0538-31-0811

21 マックスバリュ エクスプレス 磐田見付店 見付3500 0538-37-4646

22 マックスバリュ 豊田店 立野2025-15 0538-36-0531

23 マックスバリュ 福田店 福田413-2 0538-58-0521

ユニー株式会社

24 アピタ 磐田店 今之浦3-1-11 0538-34-5511

25 ピアゴ 上岡田店 上岡田字村東817-1 0538-33-9011

③①

食品ロス削減キャンペーン食品ロス削減キャンペーン食品ロス削減キャンペーン
　
　10月30日は「食品ロス削減の日」です。磐田市では、スーパー
マーケット等の小売店で消費期限・賞味期限切れによって廃棄され
る食品を減らすため、本キャンペーンを初めて実施します。食品ロス
を減らすため、ぜひ磐田市在住の皆様のご協力をお願いします。

①期間中にキャンペーン参加店
で、値引きシールが貼られた
商品を購入する。

※商品の在庫状況によってはシール
の貼られた商品が店舗にない場
合があります。

磐田市在住の方を対象とします。

値引きシールはキャンペーン参加店舗（複数可）
で購入した商品（食品）についていたものを対象と
します。

郵送の場合、切手は、所定の郵便料金（6gまでは
63円）をお貼りください。（6ｇを超える場合は84
円切手となりますのでご注意ください）

・
・

・

②値引きシール5枚を切り取っ
て、テープ等ではがれないよう
に、このパンフレットの応募は
がき、または市HPからダウン
ロードした応募はがきに貼る。

※1人何回でも応募可能ですが、
賞品の当選は、最大1人1個と
させていただきます。

③必要事項を記入の上、所定の
郵便料金の切手を貼って郵送
する。

※磐田市ごみ対策課（磐田市ク
リーンセンター）か環境課（磐
田市役所西庁舎）の応募箱に
直接投函も可

10月30日土▶         1月11日火
磐田市内のキャンペーン参加店

令和3年
（2021）

令和４年
（2022）

賞品

キャンペーン期間・開催場所キャンペーン期間・開催場所

応募要領応募要領

賞品
（裏面記載の25店舗）

磐田市観光協会で販売中

【ぬいぐるみキーホルダー】
 W140mm×H170mm×80mm　
【エコバッグ】
 W300mm×H560mm（持ち手170mm）×横マチ

応募箱は、1月11日まで設置、郵送の場合は当日消印有効

市HP

切手添付欄所定の料金をお貼り下さい。 438-0061磐田市刑部島301
磐田市ごみ対策課　行

商品購入店舗番号または店舗名

応募はがき

キャンペーンに参加した感想、食品ロス削減に関するコメントなど

ご記入いただいた個人情報は、当選した場合の賞品の発送の目的にのみ使用

させていただきます。コメントは、個人を特定されない形で、市ＨＰ等に掲載させ

ていただく場合がありますので、ご了承ください。

ご住所 磐田市

〒

お名前

年令　　　才

電話番号

②

抽選で100名に
エコグッズが当たる！

切手添付欄
所定の郵便
料金をお貼
り下さい。

438-0061
磐田市刑部島301
磐田市ごみ対策課　行

磐田市ごみ対策課

商品購入店舗番号または店舗名

応募はがき

キャンペーンに参加した感想、食品ロス削減に関するコメントなど

ご記入いただいた個人情報は、当選した場合の賞品の発送の目的にのみ使用
させていただきます。コメントは、個人を特定されない形で、市ＨＰ等に掲載させ
ていただく場合がありますので、ご了承ください。

ご住所 磐田市

〒

お名前 年令　　　才

電話番号

切り取り線✂切り取り線✂

磐田市ゴミの分別アプリ

しっぺいの
ごみチェッカー

お問い合わせ先

☎0538-37-4812

値引きシールを集めて値引きシールを集めて 磐田市 表示価
格より

レジ
にて5割引

磐田市合併15周年記念事業「しっぺ
いグッズデザイン公募」で優秀賞の
作品が商品化！
モフモフのしっぺいのぬいぐるみの
中にお買い物など様々な場面で使え
るエコバッグが収納されています。

しっぺいエコバッグ
キーホルダー

当選者の発表は厳正なる抽選の上、2月上旬の賞
品の発送をもってかえさせていただきます。

このキャンペーンは、レジ袋の有料化によっていた
だいた寄付金の一部によって運営しています。

キャンペーンに関するお問い合わせは、店舗ではなく、
下記の問い合わせ先までお願いします。

❶
❷

❸

❺
❹

値引きシール添付欄 （キャンペーン参加店舗のものに限る）

表示価格よりレジにて2割引

しっぺいぬいぐるみの中からエコバッグが！！

応募方法応募方法

見本



5 4

会派名の表記（人数）
※４年３月 24 日現在

「志」志政会（９）
「せ」せいわ会（６）
「新」新磐田（３）
「創」市民と創る磐田（３）
「共」日本共産党磐田市議団（２）
「公」公明党磐田（２）
「力」磐田の底力（１）

令和4年
２月

会期　２月１８日～３月２４日（３５日間）定例会

2 月定例会の模様は、インター
ネットで録画配信しています。

令和４年度各会計予算を審議
　２月定例会では、一般会計をはじめとした令和４年度各会計予算など、
一般議案 34 件、人事議案１件のほか、議員発議の決議１件、条例の一部改
正１件を審議しました。
　なお、全ての議案の審議結果は最終ページに掲載しています。

賛成多数で賛成多数で

可決可決

４
年
度
一
般
会
計
予
算

議案
第9号

　
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、３
年
度
当
初
に
比
べ
、３・５
％
減
の
６
４
８
億
３
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
目
追
加
接
種
に
要
す
る
経
費
の
増
額
や
民
間
認
可
保
育
園
等
の
施
設
型
給
付
費
、こ
ど
も
医
療
費
助
成
等
、扶
助
費
の
増
額
な
ど

は
あ
る
も
の
の
、磐
田
市
民
文
化
会
館「
か
た
り
あ
」の
建
設
工
事
の
完
了
、ま
た
、な
が
ふ
じ
学
府
小
中
一
体
校
、今
之
浦
公
園
・
今
之
浦
市

有
地
、防
災
備
蓄
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
整
備
完
了
等
に
よ
り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

（
賛
成
：
志
、せ
、新
、創
、公
、力　
反
対
：
共
）

その他 4.2%

【令和4年度一般会計予算額】

歳　出歳　入
６４８億３,０００万円

※四捨五入による端数処理のため、各区分の数値を合計した場合、合計欄の数値と一致しない場合があります。

市税
41.6%

地方交付税
　10.2%

7.4%

県支出金
6.5%

地方消費税交付金
6.2%

その他 3.1%

消防費 3.8%

議会費0.5%
その他0.2%

農林水産業費
4.1%

商工費 1.8%
労働費 1.7%

国庫支出金
13.5%

市債

自主財源
53.2%

依存財源
46.8%

土木費 13.3%

民生費
34.8%

総務費10.6%

公債費

10.0%

教育費

10.9%

衛生費

8.2%

繰入金 3.4%
諸収入 4.0%

4年度の主な事業

子どもたちの安心
●新たな不登校児童生徒対策
　（第２の教育支援センター設置に向けた準備）
●外国人児童生徒相談員の増員
●発達支援センター「はあと」の充実　　　　など

暮らしと健康の安心
●（仮称）成年後見支援センターの開設
●障害者地域活動支援センターの開設
●地域内移動手段の確保と将来を見据えた地域公共
　交通計画の策定　　　　　　　　　　　　　など

まちづくりと防災への安心
●海岸堤防整備の推進
●指定避難所等への資機材整備
●公共施設の改修・長寿命化　　　　　　　　など

未来と仕事の安心
●いわた首都圏サテライトオフィスの設置
●首都圏における農水産物の地産外商の推進　
●新磐田市民文化会館「かたりあ」のオｰプン　など

安心できる市役所づくり

●もっと便利な市役所へ　ＤＸの推進
　（デジタル専門人材の登用）
●外国人情報窓口の拡充
●新たな広報の展開
　（こども版広報いわた・いわたホッとラインの
　「すぐメールplus」への移行）　　　　　　など

諸
課
題
に
対
応
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を

　
海
岸
堤
防
整
備
、
子
育
て
支
援
、
公

共
施
設
修
繕
等
、
今
や
る
べ
き
事
業
に

は
積
極
的
で
、攻
め
の
予
算
と
感
じ
る
。

大
型
事
業
の
整
備
完
了
に
よ
る
大
幅
な

減
額
も
理
解
で
き
る
。「
安
心
の
土
づ

く
り
・
未
来
へ
の
種
ま
き
予
算
」
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
も
評
価
す
る
。

　

小
中
一
体
校
整
備
構
想
に
つ
い
て

は
、
当
時
示
し
た
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
は
追
い
付
か
な
い
現
状
で
あ
る
が
、

考
え
方
、
方
針
は
変
わ
ら
ず
、
学
府
の

実
態
に
応
じ
て
、
一
体
校
の
推
進
を
続

け
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
最
大
限
に
広

げ
、
た
く
ま
し
く
育
つ
こ
と
に
必
要
な

大
切
な
取
組
と
考
え
、
理
解
し
た
。

　

先
行
き
不
透
明
な
社
会
情
勢
の
中
、

諸
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
市
の
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
て
の
基
礎
・
基
盤
づ

く
り
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

育
成
や
弱
者
に
優
し
く
、
思
い
や
り
の

あ
る
政
策
等
、
今
後
「
安
心
で
き
る
ま

ち
・
人
が
集
ま
る
磐
田
市
」
の
成
長
に

最
も
大
事
な
も
の
と
評
価
す
る
。

志
政
会 

小
柳
貴
臣 

議
員

市
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
す
こ
と

　
小
中
一
体
校
の
工
程
表
が
白
紙
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
30
年
で
32
校
の
小
中

学
校
を
10
校
に
す
る
計
画
が
無
理
と
の

認
識
に
至
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
る
。
時
代

の
変
化
は
早
く
、
30
年
後
を
想
定
す
る

の
は
か
な
り
難
し
い
。
ま
ず
は
、
な
が
ふ

じ
学
府
の
取
組
を
し
っ
か
り
検
証
し
、
拙

速
に
小
中
一
体
校
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
。

　
他
市
と
比
べ
て
減
額
予
算
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
特
殊
事
情
と
の
こ
と
で
あ
る
。

国
や
県
、
他
市
の
大
幅
な
予
算
増
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
回
復
を
考
慮
し
た
政

治
的
な
背
景
が
大
き
く
、
予
算
減
が
市

内
経
済
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
す
る
。

　

旧
５
市
町
村
単
位
の
施
策
に
は
不
公

平
感
が
あ
り
、
今
後
、
公
共
施
設
の
配

置
見
直
し
は
必
至
で
あ
る
。
市
の
重
要

施
策
は
安
心
と
の
こ
と
だ
が
、
地
域
に

成
長
産
業
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
市
民

の
安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
市
の
方

向
性
が
決
ま
ら
な
い
と
、
市
民
の
不
満
に

つ
な
が
る
。
進
む
べ
き
方
向
を
し
っ
か
り

示
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

磐
田
の
底
力 

柏
木　
健 

議
員

明
確
化
・
具
体
化
し
た
予
算
執
行
を

　
前
年
度
比
23
億
５
０
０
０
万
円
減
の

約
３・
５
％
の
減
額
予
算
は
、
市
民
文

化
会
館
や
、
な
が
ふ
じ
学
府
等
の
大
型

事
業
の
終
了
が
要
因
だ
と
の
こ
と
で
あ

る
。
現
行
の
公
会
計
制
度
で
は
、「
決

算
と
予
算
の
関
連
性
の
欠
如
」
が
課
題

で
あ
り
、
活
動
の
実
績
及
び
財
政
状
態

の
理
解
が
難
し
い
。
発
生
主
義
に
基
づ

く
、
新
地
方
公
会
計
制
度
に
置
き
換
え

て
の
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

　
４
年
度
は
、「
安
心
の
土
づ
く
り
・
未

来
へ
の
種
ま
き
」
と
位
置
づ
け
し
て
お

り
、
市
民
の
声
を
市
の
施
策
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
、
時
代
に
則

し
、
全
世
代
を
意
識
し
た
新
規
事
業
を

明
確
化
し
、
具
体
的
に
掲
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ま
た
業
務
委
託
す
る
場
合

は
、
洞
察
力
を
発
揮
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
成
し
、
庁
内
に
浸
透
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
持
続
可
能
な
運
営
が
必
要
と
さ

れ
る
時
代
、
長
期
展
望
も
視
野
に
入
れ
、

急
激
な
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る

市
の
行
政
運
営
と
、
よ
り
明
確
化
、
具

体
化
さ
れ
た
予
算
執
行
を
期
待
す
る
。

せ
い
わ
会 

戸
塚
邦
彦 

議
員

向
陽
学
府
一
体
校
整
備
推
進
に
反
対

　

全
市
的
な
「
一
体
校
整
備
構
想
」
は

白
紙
撤
回
さ
れ
た
が
、
基
本
設
計
・

実
施
設
計
策
定
委
託
料
を
含
め
た
向

陽
学
府
小
中
一
体
校
の
整
備
事
業
費

１
億
４
０
３
５
万
８
０
０
０
円
が
含
ま
れ

て
お
り
、
今
後
、
建
設
費
約
59
億
円
の

大
規
模
事
業
と
な
る
。
ま
た
、
小
学
校

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
礎
単
位
を
変
え

る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
生
活
圏
も
歴
史
的
に

違
う
環
境
に
あ
る
広
域
的
な
向
陽
学
府

は
、
一
体
校
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
８
台
を
走
ら
せ
、
年
間
約

４
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
子
ど
も
た

ち
の
通
学
が
ど
う
な
る
の
か
、
安
全
対
策

を
含
め
て
保
護
者
の
不
安
の
声
が
多
く

聞
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
小
学
校
を
失
っ
た

地
域
に
子
育
て
世
帯
が
戻
る
こ
と
は
な

く
、
人
口
減
少
と
い
う
悪
循
環
を
引
き

起
こ
し
か
ね
な
い
。

　
ま
た
、
市
は
非
正
規
雇
用
の
拡
大
や

民
営
化
・
民
間
委
託
化
を
進
め
る
の
で

は
な
く
、
本
来
の
使
命
を
果
た
す
市
職

員
の
正
規
雇
用
の
確
保
を
求
め
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

討
論
が
あ
り
ま
し
た
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保
険
税
率
改
定
の
影
響
を
伺
う
。

 

税
率
改
定
と
被
保
険
者
の
所
得
の
増

加
等
も
含
め
る
と
、
１
人
当
た
り
の
保
険

税
額
は
約
４
６
０
０
円
増
加
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
、
税
率
改
正
に
よ

る
増
加
分
は
１
人
当
た
り
約
３
４
０
０

円
、
総
額
で
約
１
億
１
千
万
円
の
増
収
を

見
込
ん
で
い
る
。

　
保
険
者
努
力
支
援
分
７
２
５
８
万
４

０
０
０
円
の
算
出
根
拠
と
、
本
市
の
取
組

は
。

 

保
険
者
の
努
力
を
判
断
す
る
指
標
に

つ
い
て
評
価
点
を
加
算
し
、
市
町
村
ご
と

の
合
計
点
に
被
保
険
者
数
を
乗
じ
た
も
の

を
市
町
村
の
得
点
と
し
、
全
市
町
村
の
総

得
点
と
国
の
財
政
負
担
額
か
ら
算
出
さ
れ

た
交
付
見
込
額
を
予
算
額
と
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上

や
医
療
費
通
知
な
ど
予
防
・
健
康
づ
く
り

に
向
け
た
取
組
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と

併
せ
て
、
法
定
外
繰
入
の
解
消
に
向
け
て
、

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
定
を
４
年
度
か

ら
段
階
的
に
実
施
す
る
。

　
保
険
料
引
き
上
げ
の
影
響
を
伺
う
。

 

被
保
険
者
１
人
当
た
り
約
１
４
０
０

円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
、
一
定

所
得
の
あ
る
方
は
２
割
負
担
に
す
る
こ
と

を
国
会
で
決
め
て
い
る
が
、
市
の
対
応
は
。

 

今
回
の
制
度
改
正
は
、
高
齢
者
医
療

制
度
を
支
え
て
い
る
若
い
世
代
の
負
担
を

抑
え
、
全
て
の
世
代
の
方
で
支
え
合
う
、

持
続
可
能
な
制
度
を
次
世
代
へ
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
市
と
し
て
、
広
域
連
合
と
協
力
し

な
が
ら
制
度
改
正
の
周
知
広
報
に
努
め
て

い
く
。

　
電
子
ク
ー
ポ
ン
が
採
用
と
な
っ
た
経

緯
は
。

 

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
対
策
と
し
て
、
過

去
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
２
回

実
施
し
て
い
る
が
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、

電
子
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
ク
ー
ポ

ン
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
２
度
の
経
済
効

果
と
店
舗
の
回
遊
促
進
が
見
込
ま
れ
、
近

年
広
が
り
を
見
せ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の

推
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

賛成多数で賛成多数で

可決可決

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

議案
第11号

賛成多数で賛成多数で

可決可決

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

議案
第12号

全会一致で全会一致で

可決可決

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

議案
第1号

　
予
算
の
総
額
は
、３
年
度
よ
り
２・４
％
減
の
１
６
４
億
７
３
８
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。保
険
給
付
費
、国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
や
保
健
事
業
費
な
ど
、国
民
健
康
保
険
事

業
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、主
な
財
源
は
、保
険
税
、県
か
ら
の
交
付
金
や
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
：
志
、せ
、新
、創
、公
、力　
反
対
：
共
）

　
予
算
の
総
額
は
、３
年
度
よ
り
９・０
％
増
の
21
億
８
３
８
２
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。後

期
高
齢
者
医
療
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、広
域
連
合
納
付
金
等
の
必
要
な
経
費
を
計
上

し
た
も
の
で
、主
な
財
源
は
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

（
賛
成
：
志
、せ
、新
、創
、公
、力　
反
対
：
共
）

　
こ
の
補
正
予
算
は
、歳
入
歳
出
予
算
の
追
加
、繰
越
明
許
費
の
追
加
、及
び
地
方
債
の

変
更
で
あ
り
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
２
億
２
７
０
６
万
４
千
円
を
追
加
し
、総
額
を

７
５
７
億
７
７
０
５
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

会　計　名 令和４年度 令和３年度 増　　減
一　般　会　計 648億3,000万0千円 671億8,000万0千円 △23億5,000万0千円

会　計　名 令和４年度 令和３年度 増　　減
国民健康保険事業特別会計 164億7,380万4千円 168億8,560万1千円 △4億1,179万7千円

後期高齢者医療事業特別会計 21億8,382万3千円 20億   272万0千円 1億8,110万3千円
介護保険事業特別会計 137億6,442万2千円 133億9,934万0千円 3億6,508万2千円
その他の特別会計※ 8,691万0千円 8,331万9千円 359万1千円

会　計　名 令和４年度 令和３年度 増　　減

水道事業会計
収益的 収入 30億1,738万9千円 30億   189万6千円 1,549万3千円

支出 28億5,799万0千円 27億1,117万4千円 1億4,681万6千円

資本的 収入 6億5,688万6千円 6億2,436万5千円 3,252万1千円
支出 19億1,071万3千円 18億8,073万5千円 2,997万8千円

下水道事業会計
収益的 収入 63億5,712万8千円 66億6,264万6千円 △3億   551万8千円

支出 59億8,964万0千円 60億9,842万6千円 △1億   878万6千円

資本的 収入 25億5,203万8千円 15億6,782万4千円 9億8,421万4千円
支出 45億2,631万0千円 37億4,106万3千円 7億8,524万7千円

病院事業会計
収益的 収入 189億7,499万3千円 182億2,069万8千円 7億5,429万5千円

支出 195億4,302万7千円 186億8,838万6千円 8億5,464万1千円

資本的 収入 19億4,200万1千円 24億4,256万9千円 △5億    56万8千円
支出 28億3,525万5千円 32億9,850万5千円 △4億6,325万0千円

収益的収支 ･･･ 収益的収入は、水道事業の水道料収入、下水道事業の下水道収入、病院事業の入院・外来の診療収入などをいいます。
　　　　　　   収益的支出は、職員給与や材料費、光熱水費などをいいます。
資本的収支 ･･･ 主に施設を整備・拡充するために必要な経費と財源をいいます。

※その他の特別会計には、駐車場事業、４財産区の各特別会計の合計額を記載しています。

令和４年度 各会計予算

　
　

 

保
険
税
の
値
上
げ
に
反
対　

　
未
就
学
児
へ
の
保
険
税
の
軽
減
に
は

一
定
の
評
価
を
す
る
が
、
対
象
年
齢
と

軽
減
割
合
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て

い
る
中
、
段
階
的
な
法
定
外
繰
入
金
の

解
消
に
伴
う
保
険
税
率
の
改
正
に
よ
り
、

被
保
険
者
世
帯
の
約
７
割
が
値
上
げ
の

影
響
を
受
け
る
。
国
保
制
度
の
根
本
的

な
問
題
点
を
指
摘
し
、
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 
高
梨
俊
弘 

議
員

　
　

 

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
へ　

　

年
金
の
減
額
や
食
品
・
ガ
ソ
リ
ン
等

生
活
必
需
品
が
高
騰
す
る
中
、
保
険
料

率
の
見
直
し
は
、
所
得
の
少
な
い
高
齢

者
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

ま
た
、
高
齢
者
へ
の
負
担
増
は
、
受
診

抑
制
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
と
す
る
た
め
、

地
域
住
民
に
応
じ
た
保
険
制
度
と
な
る

よ
う
制
度
の
改
正
を
求
め
、
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

　
　

 

高
齢
化
社
会
に
適
応
し
た
制
度
へ

　
国
民
皆
保
険
制
度
維
持
の
た
め
、
高

齢
化
社
会
に
適
応
し
た
制
度
と
す
る
必

要
が
あ
る
。
市
財
政
へ
の
負
担
軽
減
、

保
険
制
度
の
赤
字
解
消
を
計
画
的
に
進

め
る
た
め
、
法
定
外
繰
入
金
の
削
減
、

激
変
緩
和
措
置
等
が
行
わ
れ
る
。
県
の

運
営
方
針
に
沿
い
、
被
保
険
者
の
負
担

の
公
平
性
や
、
今
後
の
事
業
の
適
正
な

維
持
・
運
営
に
向
け
た
内
容
で
あ
る
。

せ
い
わ
会 

小
栗
宏
之 

議
員

　
　

 

安
定
的
な
医
療
事
業
の
維
持
・
継
続
へ

　

確
実
に
進
む
高
齢
化
の
状
況
に
鑑

み
、
能
力
に
応
じ
て
負
担
す
る
必
要
が

あ
る
。
制
度
改
正
で
は
制
度
を
支
え
て

い
る
現
役
世
代
の
負
担
を
抑
え
、
同
時

に
高
齢
者
に
対
す
る
負
担
軽
減
措
置
も

行
わ
れ
る
。
今
後
の
様
々
な
変
化
に
対

応
し
、
安
定
的
な
事
業
の
維
持
・
継
続
、

被
保
険
者
へ
の
医
療
の
確
保
や
質
の
維

持
・
向
上
に
必
要
な
予
算
で
あ
る
。

せ
い
わ
会 

小
栗
宏
之 

議
員

─
補
正
予
算
の
主
な
内
容

─

●
交
付
決
定
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
増
額

●
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
業
務

委
託
料
の
増
額

●
電
子
ク
ー
ポ
ン
を
活
用
し
た
消
費
喚
起

や
中
小
企
業
の
人
材
確
保
支
援
に
要
す
る

経
費
の
増
額

●
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に
要
す
る
経
費

の
増
額

市
内
で
の
消
費
喚
起
、
事
業
所
支
援
へ

　

今
回
の
電
子
ク
ー
ポ
ン
活
用
事
業

は
、
過
去
の
事
業
の
課
題
を
踏
ま
え
た

取
組
で
あ
る
。
希
望
す
る
全
て
の
市
民

が
参
加
で
き
な
け
れ
ば
、
市
民
の
理
解

は
得
ら
れ
な
い
と
の
意
見
に
は
、
イ
ラ

ス
ト
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
わ
か
り

や
す
く
周
知
す
る
こ
と
、
70
代
で
も
８

割
弱
と
多
く
の
方
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

所
有
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
事
業
に
よ

り
、
市
内
で
の
消
費
喚
起
、
事
業
所
支

援
が
図
ら
れ
る
。
今
後
も
、
市
内
の
経

済
状
況
を
調
査
し
、
さ
ら
な
る
支
援
策

と
事
業
展
開
を
期
待
す
る
。

公
明
党
磐
田 

江
塚　
学 

議
員



　

　　

9 8

計画の期間

全会一致で全会一致で

可決可決

第
２
次
磐
田
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

議案
第30号

全会一致で全会一致で

可決可決

ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
を
断
固
非
難
す
る
決
議

発議
第1号

　
前
期
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が
３
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、新
た
に
後
期
基

本
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
あ
り
、本
市
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
や
社
会
経
済
状
況
の
変

化
に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、４
年
度
以
降
の
５
カ
年
で
取
り
組
む
べ
き
各
分
野
の
基
本

的
な
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
世
界
全
体
の
平
和
を
危
険
に
さ
ら
す
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を

断
固
と
し
て
非
難
す
る
と
と
も
に
、ロ
シ
ア
軍
の
即
時
か
つ
無
条
件
で
の
完
全
撤
退
を
強
く
求

め
、市
議
会
の
意
思
表
示
と
し
て
、「
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
断
固

非
難
す
る
決
議
」が
全
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て

　

後
期
基
本
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
に
沿
っ
た
重
要
な
施
策
や
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
適
切
に
対
応
し
、
環
境
問
題
や
社

会
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
等
も
計
画
さ

れ
、
大
い
に
評
価
で
き
る
。
市
議
会
か

ら
の
提
言
書
、
行
政
経
営
審
議
会
の
意

見
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
市

民
の
意
見
な
ど
幅
広
い
多
く
の
意
見
が

反
映
さ
れ
、
課
題
や
社
会
状
況
の
変
化

に
適
切
に
対
応
し
て
い
る
と
判
断
す
る
。

志
政
会 

鳥
居
節
夫 

議
員

ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻を断固非難する決議

　本年２月２４日、ロシア連邦は隣国ウクライナへの軍事侵攻を開始した。
　国際社会の懸命な外交努力にもかかわらず、武力による一方的な現状変更
を試みる行動は、明白な国連憲章違反であり、国際秩序の根幹を揺るがす行
為として、決して容認することはできない。
　多くのウクライナの人々が武力攻撃にさらされ、傷つき、亡くなり、難民
として国外に逃れ、全世界に向けて連帯と助けを求めている。
　さらに、プーチン大統領の核兵器使用を示唆する発言は、唯一の戦争被爆
国の国民として、また、核兵器廃絶平和都市宣言を掲げる磐田市の議会とし
て、断じて看過することはできない。
　我が国はもちろん、全世界が緊密に連携してこの暴挙を終結させるため、
より強い外交努力を継続すべきであり、一刻も早いウクライナの安全確保を
願うものである。
　よって、ここに磐田市議会は、ロシア連邦による世界全体の平和を危険に
さらすウクライナへの軍事侵攻を断固として非難するとともに、ロシア軍の
即時かつ無条件での完全撤退を強く求める。
　以上、決議する。

　　令和４年３月４日
磐田市議会

委 員 会 審 査 議会では、委員会を設置し議案を詳細に審査しています。
その内容の一部をお知らせします。

■委 員 長：小池和広　　■委員：柏木　健、本間昭男、八木義弘、虫生時彦
■副委員長：戸塚邦彦　　　　　　松野正比呂、根津康広、岡　實

予 算 決 算 委 員 会

総 務 委 員 会

■委 員 長：岡　　實　　■委員：議長を除く全議員
■副委員長：高梨俊弘

市
ス
ポ
ー
ツ
夢
基
金
条
例
の
制
定

●
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
行
う
、
市
民
ス
ポ
ー

ツ
推
進
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
企
業

か
ら
寄
附
の
申
し
出
が
あ
り
、
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
新
た
に
基

金
を
設
置
す
る
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

　
本
条
例
は
期
限
を
定
め
て
運

用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

 

期
限
を
定
め
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
今
後
、
企
業
か
ら
の

寄
附
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
活
用

し
て
い
き
た
い
。

　
基
金
の
使
途
は
。

 

寄
附
者
の
意
図
も
考
慮
す
る

が
、本
市
が
使
途
を
決
定
し
た
後
、

議
会
で
予
算
等
を
審
議
し
て
決
定

す
る
。
例
え
ば
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
を
招
い
て
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
開
催

し
て
、
一
流
の
選
手
か
ら
指
導
を

受
け
る
こ
と
で
技
術
の
向
上
や
、

夢
を
持
て
る
事
業
や
指
導
者
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
講
習
会

等
、
広
く
使
い
道
は
考
え
て
い
き

た
い
。

4
年
度
一
般
会
計
予
算

【
歳
入
15
款　

国
庫
支
出
金
】

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
費
補

助
金
の
内
容
は
。

 

周
知
に
関
す
る
経
費
や
、
利

用
に
関
す
る
申
込
操
作
支
援
等
の

経
費
に
対
し
て
補
助
さ
れ
る
。

【
歳
入
16
款　

県
支
出
金
】

　
自
主
運
行
バ
ス
等
事
業
費
補

助
金
の
内
容
は
。

 

秋
葉
バ
ス
の
運
行
分
と
し
て
、

森
町
か
ら
山
梨
経
由
で
磐
田
駅
ま

で
来
て
い
る
路
線
を
２
市
１
町
で

分
担
し
て
い
る
費
用
に
対
す
る
補

助
と
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

分
と
し
て
、
８
地
区
分
８
７
０
万

円
の
補
助
で
あ
る
。

【
歳
出
２
款　

総
務
費
】

　
本
庁
舎
改
修
工
事
で
設
置
す

る
吸
収
式
冷
温
水
発
生
機
の
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
ティ
へ
の
貢
献
は
。

 

現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
や
め
る

こ
と
に
よ
り
、
燃
料
が
重
油
か
ら

天
然
ガ
ス
に
替
わ
る
。
二
酸
化
炭

素
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
少

な
く
、
硫
黄
酸
化
物
が
発
生
し
な

い
。

【
歳
出
３
款　

民
生
費
】

　
公
立
保
育
園
の
テ
レ
ビ
通
訳

使
用
料
の
内
容
は
。

 

外
国
籍
の
利
用
者
対
応
の
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
使

用
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
テ
レ

ビ
電
話
で
、
通
訳
者
と
の
会
話
が

可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
通
訳

者
と
保
護
者
、
園
児
、
職
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ

る
。

【
歳
出
４
款　

衛
生
費
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児
接
種

へ
の
対
応
と
相
談
窓
口
は
。

 

対
象
者
が
１
万
人
い
る
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
に
応
じ
て
計

画
を
設
定
し
、
４
月
以
降
も
継
続

し
て
い
く
。
ｉ
プ
ラ
ザ
１
会
場
の

み
で
開
始
す
る
が
、
４
年
度
は
状

況
を
見
て
進
め
て
い
く
。
接
種
日

に
、
相
談
窓
口
等
を
明
記
し
た
資

料
を
配
付
す
る
。
国
、
県
が
定
め

る
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、

市
で
も
看
護
師
資
格
を
持
っ
た
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
１
名
配
置
し
、
相

談
体
制
を
整
え
て
い
る
。

【
歳
出
５
款　

労
働
費
】

　
中
小
企
業
副
業
・
兼
業
人
材

活
用
へ
の
支
援
と
は
。

 

企
業
の
課
題
解
決
に
必
要
な

人
材
を
、
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

人
材
拠
点
に
相
談
す
る
こ
と
で
、

企
業
と
し
て
必
要
な
専
門
的
技
術

を
持
つ
人
材
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の

人
材
を
活
用
す
る
企
業
に
補
助
金

を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
歳
出
６
款　

農
林
水
産
業
費
】

　
茶
園
転
換
支
援
事
業
費
補
助

金
の
詳
細
は
。

 

茶
の
栽
培
面
積
を
２
分
の
１

以
上
残
し
、
継
続
し
な
が
ら
茶
以

外
の
作
物
に
も
取
り
組
ん
で
も
ら

い
、
経
営
基
盤
を
固
め
て
も
ら
う

た
め
の
事
業
で
あ
る
。
な
お
、
市

で
は
茶
園
転
換
の
作
物
に
つ
い
て

指
定
し
な
い
。

基本構想

基本計画

実施計画

10年間

後期基本計画 : 5年

計画期間 3年

計画期間 3年

計画期間 3年

前期基本計画 : 5年

H28
(2016)年  度 H29

(2017)
H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

R7
(2025)

R8
(2026)
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■委 員 長：秋山勝則　　■委員：加藤公人、鈴木弥栄子、小柳貴臣
■副委員長：小栗宏之　　　　　　加藤文重、鈴木喜文、高梨俊弘民 生 教 育 委 員 会

委 員 会 審 査

病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

●
国
の
「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代

開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」
に
基

づ
き
、
看
護
職
員
の
収
入
を
引
き

上
げ
る
措
置
を
実
施
し
処
遇
改
善

を
行
う
た
め
、
給
料
の
調
整
額
を

新
た
に
規
定
す
る
も
の
。

　
給
料
の
調
整
額
の
規
定
を
追

加
し
た
理
由
を
伺
う
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ

め
と
し
た
対
応
に
従
事
し
て
い
る

内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
給

料
表
に
定
め
ら
れ
た
給
料
月
額
の

中
で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、
こ

れ
を
調
整
す
る
手
当
と
な
る
。

　
具
体
的
な
調
整
額
の
規
定

は
。 

こ
の
条
例
を
受
け
た
規
程
に

よ
り
、
具
体
的
な
調
整
額
を
規
定

す
る
。

　
対
象
と
な
る
職
員
を
伺
う
。

 

看
護
師
、
准
看
護
師
に
限
ら

れ
る
。

【
歳
出
７
款　

商
工
費
】

　
新
産
業
創
出
支
援
事
業
が
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

 

新
し
い
産
業
の
芽
を
探
す
た

め
の
首
都
圏
へ
の
旅
費
等
が
主
な

予
算
で
あ
っ
た
。
４
年
度
に
首
都

圏
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
を
開

始
す
る
た
め
、
事
業
を
統
合
し
た
。

【
歳
出
８
款　

土
木
費
】

　
わ
が
家
の
専
門
家
診
断
業
務

委
託
料
の
増
加
理
由
は
。

 

木
造
の
耐
震
診
断
補
強
工
事

は
、
７
年
度
で
終
了
予
定
と
周
知

し
て
い
る
。
県
の
予
算
で
、
耐
震

診
断
を
行
っ
て
い
な
い
方
に
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
の
発
送
を
予
定
し
て
い

る
た
め
、
申
請
が
増
え
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

【
歳
出
９
款　

消
防
費
】

　
新
消
防
庁
舎
の
整
備
に
係
る

基
本
設
計
委
託
費
の
内
容
は
。

 

基
本
設
計
に
使
用
す
る
デ
ー

タ
作
成
委
託
料
で
あ
る
。
３
年
度
、

消
防
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
の
下

部
組
織
に
、
移
転
先
等
の
選
定
内

容
を
計
画
す
る
検
討
部
会
を
消
防

本
部
内
に
設
け
た
。
検
討
委
員
会

は
、
そ
の
計
画
を
見
た
上
で
、
場

所
の
選
定
等
を
決
定
し
て
い
く
。

【
歳
出
10
款　

教
育
費
】

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
の
状
況
と
解
消
の
取
組
は
。

 

４
年
度
の
待
機
児
童
は
１
３

２
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
新
た
に

青
城
小
第
３
児
童
ク
ラ
ブ
の
建
設

を
予
定
し
て
い
る
。

　
豊
岡
の
持
参
米
飯
廃
止
の
影

響
と
保
護
者
負
担
金
へ
の
対
応
は
。

 

業
者
か
ら
米
飯
を
購
入
し
、

学
校
へ
配
送
す
る
た
め
、
廃
止
に

よ
る
豊
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

の
影
響
は
大
き
く
な
い
と
考
え
る
。

米
飯
分
だ
け
他
の
地
区
の
方
よ
り

保
護
者
負
担
金
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
そ
の
分
を
上
乗
せ
す
る
。

４
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

　
４
年
度
に
お
け
る
基
幹
管
路

の
耐
震
化
の
進
捗
は
。

 

１
０
０
％
耐
震
化
が
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

４
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算

　
患
者
用
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
構
築
後

の
活
用
は
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
患

者
と
家
族
が
面
会
で
き
な
い
状
況

を
踏
ま
え
、
接
続
時
間
帯
等
、
一

定
の
制
限
の
下
、
リ
モ
ー
ト
面
会

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
検
討
の

経
緯
は
。

 

施
術
す
る
医
師
の
慣
れ
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
浜
松
医

科
大
学
附
属
病
院
等
周
辺
の
医
療

機
関
で
導
入
実
績
の
あ
る
「
ダ
ビ

ン
チ
」
を
予
定
し
て
い
る
。

一般質問は内容を要約して掲載しています。
詳しくは、インターネットの録画映像でご覧いただけます。

個々の議員が、市政全般にわたり、市長をはじめとする
執行機関に対して行う質問を一般質問といいます。
2 月定例会では 13 人の議員が一般質問を行いました。
発言した順番で主な内容をお知らせします。

一般質問とは ?

一 般 質 問

け
早
く
、
よ
い
こ
と
は
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
。

　

自
治
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
た
電
子
回
覧
板
の
試
験
運

用
に
つ
い
て
伺
う
。

 

市
民
や
自
治
会
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
先
進
事
例
な
ど
を
参

考
に
段
階
的
な
試
験
導
入
を
自
治

会
と
研
究
し
て
い
き
た
い
。
小
さ

な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
上
手
に

広
が
っ
て
い
く
よ
う
焦
ら
ず
急
い

で
取
り
組
み
た
い
。

　

障
が
い
者
へ
の
紙
お
む
つ
給

付
の
要
件
緩
和
に
つ
い
て
伺
う
。

 

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
給
付
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
事

者
や
ご
家
族
な
ど
の
声
に
耳
を
傾

け
、
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
は
要

件
緩
和
を
県
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
。
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
は

事
例
調
査
を
し
て
考
え
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
幼
稚
園
・
保

育
園
・
こ
ど
も
園
の
保
育
料
減
免

に
つ
い
て
伺
う
。

 

４
年
１
月
か
ら
の
分
に
遡
り
、

感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た

園
児
も
含
め
て
減
免
対
象
と
す
る
。

　

電
話
相
談
の
音
声
を
、
Ａ
Ｉ

が
自
動
で
文
字
化
す
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

 

現
在
、
県
に
よ
る
実
証
実
験

に
本
市
も
参
加
し
て
い
る
が
、
音

声
認
識
率
な
ど
に
課
題
が
あ
る
。

業
務
へ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
得
意

と
す
る
高
齢
者
に
よ
る
、
シ
ニ
ア

デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

伺
う
。

 

本
市
で
も
交
流
セ
ン
タ
ー
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
を
開
催
し

て
お
り
、
民
間
の
先
行
事
例
を
参

考
に
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

操
作
支
援
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

４
年
度
、
県
で
も
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
育
成
事
業
を
検
討
し
、
進

め
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
自
販
機
設

置
に
つ
い
て
伺
う
。

 

調
査
研
究
を
し
、
で
き
る
だ

公明党磐田 議員鈴 木 喜 文

コロナ禍の磐田を元気で明るく 一 問
一 答

磐田市立総合病院

予 算 決 算 委 員 会
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す
る
考
え
は
な
い
が
、
法
人
等
か

ら
の
設
置
相
談
が
あ
れ
ば
、
市
と

し
て
で
き
る
支
援
策
を
考
え
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り
の
取
組
は
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
に
対
応

す
る
た
め
、
既
存
施
設
の
設
備
・

機
能
の
周
知
、
民
間
施
設
の
紹
介

等
市
民
の
要
望
に
応
え
る
工
夫
や
、

市
民
自
ら
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
方
法
等
の
相
談
に

も
親
身
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

海
や
川
で
の
ス
ポ
ー
ツ
を
安

心
し
て
楽
し
む
た
め
、
竜
洋
海
洋

公
園
を
拠
点
と
し
た
水
難
救
助
体

制
の
整
備
の
考
え
は
。

　

新
た
な
整
備
は
考
え
て
い
な

い
。
消
防
署
と
合
同
で
、
水
難
救

助
訓
練
を
実
施
し
た
水
上
バ
イ
ク

等
を
所
有
す
る
民
間
団
体
と
の
さ

ら
な
る
連
携
・
協
力
体
制
の
構
築

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
の
更
新
計
画

　
「
建
替
え
」「
長
寿
命
化
改
修
」

「
大
規
模
修
繕
」
の
判
断
基
準
は
。

　

学
府
一
体
校
の
整
備
、
学
校

施
設
の
老
朽
度
、
児
童
生
徒
数
の

推
移
や
地
域
の
実
情
を
総
合
的
に

判
断
し
て
進
め
て
い
く
。

　

施
設
分
離
型
学
府
一
体
校
の

施
設
整
備
サ
イ
ク
ル
の
課
題
は
。

　

建
物
の
更
新
時
期
が
重
な
る

と
財
政
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く

た
め
、
建
て
替
え
や
長
寿
命
化
改

修
な
ど
に
加
え
て
、
計
画
的
な
修

繕
に
も
努
め
て
い
く
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
得
ら
れ
る

膨
大
な
デ
ー
タ
を
ま
ち
づ
く
り
の

政
策
立
案
と
検
証
に
積
極
活
用
し

て
い
く
考
え
は
。

　

ｄ※１
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

オ※２
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
含
む
ビ※３
ッ
グ

デ
ー
タ
の
利
活
用
を
推
進
し
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
新
産
業

の
育
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

居
場
所
づ
く
り
へ
の
関
わ
り

　

高
齢
者
の
憩
い
の
場
や
子
ど

も
食
堂
等
の
市
民
活
動
を
継
続
し

て
い
く
た
め
の
市
の
支
援
を
伺
う
。

　

活
動
の
周
知
や
、
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

見
守
り
の
輪
が
広
が
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
活
性
化
す
る
よ
う
、
他

自
治
体
の
取
組
も
参
考
に
し
、
適

切
な
支
援
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

高
齢
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル
化
普

及
に
つ
い
て
将
来
の
目
指
す
姿
は
。

　

利
用
で
き
な
い
方
へ
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
構
築
を
検
討
し
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人
に
優
し

い
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
し
て
い
く
。

特
性
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化

　

農
地
を
活
用
し
て
地
域
を
活

性
化
す
る
た
め
に
は
、
規
制
緩
和

も
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

農
地
貸
借
の
運
用
を
緩
和
す

る
な
ど
、
市
の
運
用
で
で
き
る
こ

と
は
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
で

き
る
範
囲
で
農
地
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
の
取
組
に
対
応
し
た
い
。

　

市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
道
の
駅

を
整
備
・
誘
致
す
る
考
え
は
。

　

道
の
駅
を
市
が
直
営
で
設
置

子
育
て
支
援

　

子
育
て
支
援
を
通
し
て
子
育

て
世
代
と
シ
ニ
ア
世
代
の
交
流
を

図
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

子
育
て
世
代
に
必
要
な
支
援

を
地
域
の
方
が
担
い
、
豊
か
な
経

験
を
生
か
し
て
相
談
に
乗
る
関
係

性
は
大
変
心
強
く
、
シ
ニ
ア
世
代

の
生
き
が
い
づ
く
り
に
な
る
。
円

滑
な
世
代
間
交
流
が
進
む
期
待
か

ら
、
ま
ず
は
優
れ
た
事
例
の
紹
介

な
ど
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

　

見
付
地
区
に
お
け
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
向
性
は
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
推
進
計
画

で
磐
田
北
幼
稚
園
と
磐
田
北
保
育

園
の
再
編
を
検
討
し
て
お
り
、
併

せ
て
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
も
検
討
し
て
い
く
。
２
園
の
再

編
を
検
討
す
る
中
で
、
余
裕
教
室

を
活
用
し
た
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

の
議
論
を
進
め
、
地
域
、
利
用
者

の
声
を
聴
き
、
方
向
性
を
決
め
て

い
き
た
い
。

カ
所
を
追
加
し
、
竜
洋
地
区
と
南

部
地
区
は
運
行
本
数
を
追
加
し
た
。

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
日
曜
日
、
祝
日
の
運
行
は
。

　

１
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
、
必
要
性
を
分
析
す
る
。

平
和
事
業
の
推
進

　

３
年
度
、
小
中
学
生
代
表
の

広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の
参
加
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
４
年
度
は
。

　

広
島
平
和
記
念
公
園
の
「
平

和
の
灯
と
も
し
び」
を
譲
り
受
け
、
平
和
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
作
成
し
て
い
る
。

平
和
の
象
徴
と
し
て
活
用
予
定
で

あ
る
。
４
年
度
は
、
式
典
に
参
加

す
る
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。

　

平
和
学
習
資
料
を
作
成
し
小

中
学
生
や
市
民
と
平
和
を
学
ぶ
取

組
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
見
解
は
。

　

デ
ジ
タ
ル
で
資
料
を
ま
と
め

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
て
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

１
５
０
号
バ
イ
パ
ス
沿
線
に
持
続

可
能
な
道
の
駅
設
置
の
見
解
は
。

　
道
の
駅
に
類
似
す
る
コ
ン
セ

プ
ト
を
持
つ
施
設
と
し
て
沿
岸
地

域
に
は
、
し
お
さ
い
竜
洋
、
渚
の

交
流
館
が
あ
る
た
め
、
道
の
駅
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
が
、
法
人

等
か
ら
の
設
置
相
談
が
あ
れ
ば
、

で
き
る
支
援
策
を
考
え
て
い
く
。

　
周
辺
他
市
に
あ
る
駅
前
の
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て
、

旧
市
民
文
化
会
館
跡
地
利
用
に
つ

い
て
建
物
再
建
も
含
め
考
え
は
。

　

こ
れ
ま
で
の
整
備
方
針
に
新

た
に
学
び
の
要
素
を
加
え
、
新
た

な
交
流
・
学
び
・
文
化
の
交
差
す

る
場
と
し
て
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

に
つ
な
が
る
利
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

旧
市
民
文
化
会
館
写
真

地
震
防
災
対
策

　

本
市
の
木
造
住
宅
の
耐
震
化

の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

　

住
宅
土
地
統
計
調
査
か
ら
推

測
す
る
３
年
度
の
耐
震
化
率
は
約

93
％
、
未
耐
震
の
戸
数
は
約
４
３

０
０
戸
と
な
る
。
資
金
面
や
高
齢

等
の
理
由
で
耐
震
化
が
難
し
い
世

帯
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
さ
ら
な

る
周
知
啓
発
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

等
の
地
震
対
策
を
支
援
す
る
。

地
域
公
共
交
通
政
策

　

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定

に
向
け
た
聞
き
取
り
調
査
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
伺
う
。
ま
た
、
計

画
へ
の
反
映
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

聞
き
取
り
調
査
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
結
果

を
地
域
公
共
交
通
会
議
で
報
告
し
、

４
月
か
ら
計
画
案
作
成
に
入
る
予

定
で
あ
る
。
交
通
会
議
で
の
協
議

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、

５
年
２
月
の
策
定
を
目
指
す
。

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
改
善
や
見
直
し
は
。

　

４
月
か
ら
北
部
地
区
の
買
物

施
設
１
件
、
中
央
地
区
の
医
療
施

設
１
院
、
南
部
地
区
の
バ
ス
停
１

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
つ

い
て
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
日

照
時
間
の
磐
田
市
で
、
太
陽
光
を

使
っ
た
施
策
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

本
市
の
年
間
日
照
時
間
の
長

さ
は
、
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

り
、
こ
の
恵
ま
れ
た
日
照
時
間
は

太
陽
光
発
電
の
導
入
に
有
効
な
地

域
資
源
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い

る
と
と
も
に
、
他
の
利
活
用
に
つ

い
て
も
拡
大
が
期
待
で
き
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

自
治
会
及
び
地
域
づ
く
り
協

議
会
に
つ
い
て
、
今
後
は
単
身
世

帯
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
市
の
対
応
は
。
ま
た
、
旧
来

の
自
治
会
へ
参
加
で
き
な
い
市
民

へ
の
対
応
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
自
治

会
を
作
る
見
解
は
。

　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
を
日
常

的
な
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
も
気

兼
ね
な
く
相
談
で
き
る
、
暮
ら
し

に
お
け
る
何
で
も
相
談
窓
口
と
し

て
今
後
充
実
を
さ
せ
て
い
く
。

　
す
で
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

情
報
伝
達
に
取
り
組
む
自
治
会
も

あ
る
た
め
、
回
覧
物
の
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
の
段
階
的
な
試
験
導
入
を

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　

市
内
沿
岸
部
地
域
活
性
化

の
た
め
に
国
道
１
５
０
号
又
は
、

磐田北幼稚園

志政会 議員八 木 義 弘

子育て支援について／磐田市学校施設の更新計画／
地域コミュニティに生かせる空き家、空き店舗対策

一 括
質 問

磐田の底力 議員柏 木　 健

市の諸課題について 一 括
質 問

せいわ会 議員平 田 直 巳

高齢者や子どもの居場所づくりへの関わりについて／
磐田市の特性を生かした地域活性化について

一 問
一 答

日本共産党磐田市議団 議員高 梨 俊 弘

地震防災対策の強化／地域公共交通政策の諸課題／
平和事業の推進

一 問
一 答

旧市民文化会館
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新
た
に
ま
ち
づ
く
り
や
文
化・

ス
ポ
ー
ツ
等
で
市
民
活
動
を
行
う

支
援
策
と
し
て
助
成
金
制
度
等
を

創
設
す
る
考
え
を
伺
う
。

　

磐
田
こ
こ
か
ら
ラ
ボ
事
業
の

一
環
と
し
て
、
市
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
費
補
助
金
の
対
象
に
、
講

演
会
を
行
う
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
も
加
え
て
い
き
た
い
。
今
後
は

補
助
制
度
の
活
用
状
況
を
分
析
し
、

新
た
な
活
動
形
態
や
広
い
分
野
に

も
活
用
で
き
る
自
由
度
の
高
い
支

援
制
度
も
検
討
し
て
い
く
。

環
境
力

　

公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
る

自
動
販
売
機
の
資
源
ご
み
を
正
し

く
分
別
で
き
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設

置
の
検
討
を
伺
う
。

　

４
年
度
以
降
、
切
り
替
え
て

い
く
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、

速
や
か
に
切
り
替
え
が
で
き
る
よ

う
協
力
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
力

　

今
後
の
子
育
て
施
策
を
ど
う

充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
伺
う
。

　

こ
ど
も
未
来
課
の
組
織
を
再

編
し
、
母
子
保
健
や
発
達
に
関
す

る
相
談
に
、
き
め
細
や
か
に
対
応

で
き
る
磐
田
市
版
の
ネ※４
ウ
ボ
ラ
と

し
て
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　

イ
ク
ボ
ス
宣
言
か
ら
、
働
き

方
を
ど
う
変
え
て
き
た
の
か
伺
う
。

　

職
員
が
生
き
生
き
と
仕
事
も

家
庭
生
活
も
送
れ
る
こ
と
、
学
び

の
時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
定

期
的
に
発
信
し
て
い
る
。
家
庭
で

は
率
先
し
て
家
事
や
育
児
を
す
る

こ
と
を
意
識
し
、
宣
言
し
た
こ
と

を
実
践
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

地
域
力

　

ｅ※５
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
産

業
振
興
や
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

現
状
と
、
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

　

市
内
で
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出

に
活
用
し
て
い
る
事
例
は
な
い
た

め
、
他
市
町
の
導
入
事
例
等
を
調

査
研
究
し
て
い
る
。
調
査
等
を
踏

ま
え
、
新
た
な
集
客
や
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
つ
な
が
る
施
策
等
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

と
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
と
も
り
あ
」
が
地
域
防
災
活
動
推

進
拠
点
と
な
る
た
め
の
対
応
は
。

　

新
た
な
人
員
配
置
は
考
え
て

い
な
い
が
、
市
民
や
災
害
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
を
的
確
に
把
握

し
、「
と
も
り
あ
」
の
機
能
に
つ
い

て
柔
軟
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

原
子
力
災
害
発
生
時
、
防
護

措
置
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
と
市

民
へ
周
知
徹
底
さ
せ
る
考
え
は
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
に
伝
わ
る

よ
う
な
工
夫
を
し
た
い
と
考
え
る
。

広
報
い
わ
た
等
を
通
じ
て
順
次
情

報
提
供
を
し
て
い
く
。

　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
抑
制
効
果

の
高
い
時
間
内
に
服
用
で
き
る
た

め
の
配
布
方
法
の
現
状
と
課
題
は
。

　

全
市
民
分
を
備
蓄
し
て
お
り
、

災
害
発
生
時
に
は
、
国
の
指
示
に

よ
り
、
避
難
途
上
の
救
護
所
で

配
布
・
服
用
を
す
る
計
画
で
あ
る
。

地
震
な
ど
複
合
災
害
時
の
円
滑
な

避
難
と
合
わ
せ
た
速
や
か
な
配
布

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
課
題
で

あ
る
。
原
子
力
災
害
対
策
へ
の
理

解
が
進
む
よ
う
周
知
し
て
い
く
。

　

災
害
時
に
発
生
す
る
性
犯
罪

や
Ｄ
Ｖ
な
ど
を
防
止
す
る
対
策
は
。

　

避
難
所
運
営
会
議
等
、
地
域

で
話
し
合
う
機
会
や
防
災
講
座
等

を
継
続
し
、
地
域
で
守
る
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

災
害
時
に
障
が
い
者
の
命
と

尊
厳
を
守
る
た
め
、
必
要
な
支
援

の
調
査
や
訓
練
参
加
が
重
要
と
考

え
る
が
見
解
は
。

　

障
が
い
者
団
体
等
と
具
体
的

な
支
援
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
実
施
す
る
。
関
連
機
関
と
も
協

議
し
、
地
域
防
災
訓
練
へ
の
受
け

入
れ
や
参
加
を
お
願
い
し
て
い
く
。

　

自
主
防
災
会
へ
女
性
が
主
体

的
に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

進
展
を
伺
う
。

　

自
治
会
連
合
会
防
災
部
会
で

課
題
の
洗
い
出
し
を
中
心
に
検
討

し
て
い
る
。
今
後
、
具
体
策
等
の

検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
市
民

子育て力／地域力／環境力 一 問
一 答

志政会 議員芦 川 和 美

市民と創る磐田 議員鈴木弥栄子

みんなを守る磐田の防災について 一 括
質 問

応
し
て
い
る
。
今
後
は
継
続
し
て

保
育
枠
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

し
た
く
て
も
で
き
な
い
待
機
児
童

の
現
状
と
今
後
の
整
備
計
画
は
。

　

３
年
４
月
１
日
時
点
の
待
機

児
童
数
は
85
人
で
あ
る
。
４
年
度

は
、
青
城
小
学
校
の
敷
地
内
で
新

設
を
予
定
し
て
い
る
。

　

幼
児
の
親
子
も
利
用
で
き
る

よ
う
な
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
と
今
後

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
児
童
館
に
課
せ
ら
れ
る
機
能

や
人
員
配
置
上
の
制
約
が
な
く
、

多
様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
自
由
度
の
高
い
複
合
施
設
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
先
進
事
例

の
研
究
や
整
備
に
係
る
補
助
制
度

を
模
索
し
て
い
る
。

　

子
育
て
の
不
安
を
解
消
す
る

相
談
体
制
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

　

４
年
度
か
ら
こ
ど
も
未
来
課

を
再
編
し
、
磐
田
版
ネ※
４ウ
ボ
ラ
と

し
て
、
母
子
保
健
や
発
達
な
ど
に

関
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
よ
り
相
談

し
や
す
い
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

　

児
童
虐
待
の
現
状
と
今
日
的

背
景
、
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

３
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の

新
規
案
件
は
60
件
、
継
続
案
件
は

29
件
で
あ
る
。
夫
婦
間
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
心
理
的
虐
待
が
増
加
し
、
次

に
身
体
的
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
が

多
い
。
児
童
の
情
報
を
関
係
機
関

で
共
有
し
、
支
援
や
見
守
り
の
方

針
を
決
定
し
対
応
し
て
い
る
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
園
入

所
の
体
制
整
備
の
検
討
状
況
は
。

　

医
療
体
制
が
比
較
的
整
っ
て

い
る
社
会
福
祉
法
人
へ
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
引
き

続
き
情
報
交
換
し
、
体
制
整
備
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

年
度
途
中
の
入
園
調
整
児
童

の
現
状
と
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

３
年
10
月
１
日
現
在
の
待
機

児
童
数
は
25
人
、
入
園
調
整
中
児

童
数
は
２
０
８
人
で
あ
る
。
入
園

可
能
園
を
紹
介
す
る
な
ど
、
保
護

者
に
寄
り
添
い
、
き
め
細
か
く
対

竜
洋
海
洋
公
園
整
備
事
業

　
防
潮
堤
整
備
で
公
園
の
事
業

面
積
は
減
少
す
る
の
か
。
ま
た
、
防

潮
堤
は
公
園
使
用
が
可
能
か
。

　

事
業
面
積
18
・
８
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
中
で
、
防
潮
堤
を
整
備
す

る
た
め
減
少
は
な
い
。
防
潮
堤
の

の
り
面
は
急
な
勾
配
で
な
い
た
め
、

緑
化
や
散
策
路
な
ど
一
体
的
な
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

工
事
の
早
期
完
成
に
向
け
て

の
取
組
や
考
え
方
、
進
め
方
は
。

　

防
潮
堤
整
備
は
８
年
度
末
に

完
成
す
る
予
定
で
、
県
等
と
の
協

議
や
申
請
等
を
含
め
、
切
れ
目
な

く
竜
洋
海
洋
公
園
第
３
期
整
備
事

業
に
着
手
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

　

風
竜
撤
去
後
の
新
た
な
タ
イ

プ
の
風
力
発
電
施
設
の
設
置
は
。

　

風
竜
の
功
績
を
残
せ
る
よ
う

な
小
規
模
な
発
電
施
設
の
設
置
の

可
能
性
も
含
め
検
討
し
た
い
。

情
報
化
の
推
進

　

次
期
「
磐
田
市
情
報
化
計
画
」

の
呼
称
や
概
要
、
進
め
方
等
は
。

　

磐※１
田
市
ｄ
Ｘ
推
進
計
画
と
し
、

３
年
度
中
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

計
画
で
は
ｄ
Ｘ
を
明
確
化
・
可
視

化
し
職
員
の
共
通
認
識
と
す
る
こ

と
や
目
標
・
方
針
等
、
推
進
の
指

針
と
な
る
も
の
を
予
定
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
は
非
常
に

早
く
将
来
を
予
測
し
た
施
策
の
策

定
が
難
し
い
た
め
現
時
点
で
取
り

組
む
施
策
の
ほ
か
、
臨
機
応
変
に

見
直
し
が
で
き
る
も
の
を
検
討
し

て
い
る
。
期
間
は
５
年
を
予
定
し

毎
年
見
直
し
を
す
る
方
向
で
あ
る
。

　

磐
田
市
教
育
情
報
化
推
進
計

画
の
見
直
し
の
考
え
や
進
め
方
は
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

１
人
１
台
端
末
の
導
入
に
よ
り
計

画
を
抜
本
的
に
修
正
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
本
市
の
特
徴
で
あ
る
Ｌ

Ｔ
Ｅ
回
線
で
繋
が
る
良
さ
を
生
か

し
５
Ｇ
回
線
の
導
入
、
ク
ラ
ウ
ド

活
用
の
促
進
等
を
新
た
に
位
置
づ

け
る
予
定
で
次
期
端
末
購
入
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
も
国
へ
の
働
き

か
け
を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

日本共産党磐田市議団 議員根 津 康 広

安心して子育てできる環境づくりについて 一 問
一 答

情報化の推進について／
竜洋海洋公園整備事業について

一 問
一 答

志政会 議員岡 　 　 實

風力発電施設「風竜」
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く
環
境
を
整
え
て
い
く
。
地
域
住

民
と
の
交
流
が
増
え
る
よ
う
地
域

の
取
組
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

上
水
道
と
水
環
境

　

災
害
時
に
破
損
が
起
こ
る
と

大
規
模
な
断
水
に
つ
な
が
る
配
管

経
路
は
あ
る
か
。

　

市
内
を
35
配
水
区
域
に
分
け

た
管
理
網
と
し
、
大
規
模
な
断
水

が
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

突
発
的
や
災
害
時
の
漏
水
に

対
し
て
の
修
繕
等
対
応
は
。

　

水
道
事
業
関
係
職
員
に
よ
る

24
時
間
の
当
番
制
と
指
定
給
水
業

者
と
の
協
定
に
よ
る
応
援
体
制
を

と
っ
て
い
る
。

　

合
併
浄
化
槽
設
置
推
進
に
向

け
て
補
助
金
の
上
乗
せ
の
考
え
は
。

　

４
年
度
に
見
直
し
の
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

　

担
い
手
農
業
者
へ
の
農
地
貸

付
実
績
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
る
が
、
小
規
模
農
地
は
非
効
率

な
た
め
貸
付
が
進
ま
な
い
状
況
に

あ
る
。
そ
こ
で
、
１
ア
ー
ル
以
上

か
ら
農
地
貸
借
が
で
き
る
よ
う
面

積
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
農

地
利
用
の
す
そ
野
が
広
が
り
、
有

効
利
用
の
促
進
を
期
待
し
て
い
る
。

　

農
福
連
携
の
取
組
状
況
は
。

　

市
内
農
業
者
と
市
内
福
祉
事

業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
市
内
農

業
法
人
に
よ
る
就
労
支
援
施
設
の

設
置
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
新
た

な
農
福
連
携
の
創
出
に
努
め
、
障

が
い
者
、
農
業
者
、
福
祉
事
業
者

等
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
の

構
築
を
進
め
て
い
く
。

多
文
化
共
生

　

本
市
の
外
国
人
児
童
生
徒
に

お
け
る
特
別
支
援
学
級
の
在
籍
率

と
本
市
の
対
応
は
。

　

３
年
度
の
外
国
人
児
童
生
徒

の
う
ち
特
別
支
援
学
級
在
籍
率
は

11
％
で
あ
る
。
４
年
度
は
外
国
人

相
談
員
の
１
名
増
員
と
国
際
交
流

協
会
等
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
、

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

特
別
支
援
学
級
は
日
本
語
の

不
得
意
な
外
国
人
児
童
生
徒
の
受

皿
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

日
本
語
の
不
得
意
が
入
級
の

理
由
で
は
な
い
た
め
、
受
皿
に
な

っ
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

定
住
化
が
進
む
と
考
え
ら

れ
る
在
住
外
国
人
の
対
応
の
た
め
、

専
門
課
の
設
置
の
考
え
は
。

　
多
文
化
共
生
の
所
管
を
明
確

に
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
名
を
変

更
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
組
織
改
編

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

併
せ
て
外
国
人
情
報
窓
口
の
拡
充

を
予
定
し
て
い
る
。

　

定
住
外
国
人
が
、
新
し
い
担

い
手
と
し
て
地
域
に
根
付
い
て
も

ら
う
た
め
の
今
後
の
取
組
は
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
多
言
語
化
を
図
り
、

地
域
活
動
等
の
情
報
が
適
切
に
届

　

農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
区

域
（
青
地
）
の
面
積
と
区
域
を
設

定
す
る
必
要
性
は
。

　

国
・
県
の
基
本
方
針
に
基

づ
い
て
平
成
19
年
度
に
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
を
策
定
し
、
お
お

む
ね
５
年
ご
と
に
定
期
見
直
し
を

し
て
い
る
。
４
年
１
月
現
在
、
農

用
地
区
域
の
面
積
は
約
４
０
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
区
域
の
設
定
は
、

計
画
的
な
土
地
利
用
に
よ
る
食
料

の
安
定
供
給
や
自
然
環
境
の
保
全

な
ど
、
長
期
的
に
農
業
振
興
を
図

る
た
め
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　

整
備
完
了
後
四
、五
十
年
経

過
し
た
土
地
改
良
事
業
の
整
備
の

考
え
は
。

　

関
東
農
政
局
が
中
心
と
な
り
、

県
、
土
地
改
良
区
、
市
等
の
関
係

機
関
と
、
老
朽
化
が
進
む
主
要
な

用
水
施
設
の
改
修
検
討
を
進
め
て

い
る
。
併
せ
て
今
後
は
、
県
と
連

携
し
、
農
業
基
盤
の
更
新
・
充
実

を
図
り
た
い
。
基
盤
整
備
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
全
体
の

合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
。
相
談

が
あ
っ
た
際
に
は
地
域
の
現
状
や

課
題
等
を
確
認
し
、
事
業
の
必
要

性
や
緊
急
度
を
判
断
し
て
い
く
。

　

１
ア
ー
ル
か
ら
始
め
ら
れ
る

農
業
の
考
え
方
と
効
果
は
。

生
涯
学
習

　

み
ん
な
の
人
生
に
当
て
は
ま

り
、
共
感
し
て
も
ら
え
る
共
通
の

目
標
と
し
て
、
本
市
が
目
指
す
社

会
教
育
の
理
念
は
。

　

先
人
た
ち
の
築
き
上
げ
た
人

づ
く
り
の
精
神
や
伝
統
文
化
の
継

承
、
生
涯
に
わ
た
り
社
会
を
生
き

抜
く
力
を
育
成
す
る
た
め
に
掲
げ

た
磐
田
市
教
育
大
綱
が
基
本
理
念

で
あ
る
。

　

家
庭
教
育
や
生
涯
学
習
は
、

学
校
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
が
所
管
の
考

え
方
は
。

　

市
長
部
局
を
所
管
と
考
え
る

が
、
今
の
組
織
が
幅
広
く
な
っ
て

い
る
点
を
課
題
の
一
つ
と
受
け
と

め
て
い
る
た
め
、
必
要
が
あ
れ
ば

組
織
改
編
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

務
は
減
少
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
実
績
と
認
識
し
、
再
度
学
校

と
話
し
合
い
進
め
て
い
き
た
い
。

職
員
の
育
成
・
働
き
方
等

　

ラ※６
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
平
均

給
与
月
額
の
違
い
に
対
す
る
認
識

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
捉
え
方
は
。

　

平
均
年
齢
が
県
内
で
も
高
い

こ
と
等
に
よ
り
、
平
均
給
与
月
額

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
値
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
適

正
な
給
与
制
度
を
維
持
し
て
い
く
。

　

職
員
年
齢
別
バ
ラ
ン
ス
と
今

後
の
見
通
し
や
課
題
へ
の
対
応
は
。

　

40
代
後
半
か
ら
50
代
前
半
の

職
員
が
多
く
、
中
堅
層
が
少
な
い
。

定
年
延
長
に
よ
り
、
60
歳
を
超
え

る
職
員
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、

年
齢
要
件
の
拡
充
等
に
よ
り
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
職
員
体
制
の
構

築
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

正
規
職
員
１
０
０
０
人
体
制

の
見
解
は
。

　

定
年
延
長
制
度
開
始
を
見
据

え
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

比
重
の
是
正
も
図
っ
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
と
地
域
の
在
り
方

　

地
域
福
祉
へ
の
行
政
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
現
状
は
。

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

地
域
や
民
間
事
業
者
の
協
力
を
得

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
と
支
援
の
状
況
は
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
本

市
の
目
指
す
方
向
の
中
で
欠
か
せ

な
い
組
織
で
あ
る
。
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
研
修
の
実

施
等
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
域
福
祉
の
拠
点
を
、
よ
り

活
動
し
や
す
い
環
境
に
整
え
る
た

め
の
考
え
は
。

　

拠
点
で
あ
る
交
流
セ
ン
タ
ー

を
誰
に
と
っ
て
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

子
育
て
支
援
の
今
後
の
方
向

性
は
。

　

４
年
度
か
ら
組
織
を
再
編
し
、

行
政
と
地
域
の
連
携
を
強
化
し
な

が
ら
妊
娠
、
出
産
そ
の
後
の
成
長

に
合
わ
せ
た
切
れ
目
の
な
い
包
括

的
支
援
を
構
築
し
て
い
く
。
一
時

預
か
り
事
業
の
拡
充
と
し
て
、「
ひ

と
・
ほ
ん
の
庭  

に
こ
っ
と
」
で
の

開
始
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

児
童
・
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境

　

校
則
等
の
決
め
方
の
現
状
と
、

課
題
解
決
に
向
け
て
自
主
的
に
行

動
す
る
力
の
育
成
を
伺
う
。

　

生
徒
会
を
中
心
に
生
徒
同
士
、

生
徒
と
教
師
が
話
し
合
い
、
生
徒

総
会
等
で
決
め
て
い
る
。
学
校
で

の
経
験
や
学
習
を
通
し
て
、
生
徒

が
日
常
生
活
等
の
課
題
を
主
体
的

に
解
決
す
る
力
を
育
ん
で
い
く
。

　

児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能

力
調
査
結
果
の
課
題
と
対
応
策
は
。

　

元
年
度
と
の
比
較
で
は
、
体

力
・
運
動
能
力
の
低
下
が
見
ら
れ

る
。
１
週
間
全
く
運
動
し
な
い
小

学
生
女
子
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。

体
育
の
授
業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

体
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

教
員
の
超
過
勤
務
の
現
状
と

対
応
策
は
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に

よ
り
授
業
の
準
備
や
健
康
観
察
等

の
負
担
は
減
っ
て
い
る
。
超
過
勤

せいわ会 議員加 藤 公 人

磐田市の多文化共生について／
磐田市の上水道と水環境について

一 問
一 答

磐田市のまちづくりと地域の在り方について／
磐田市の生涯学習について

一 括
質 問

志政会 議員秋 山 勝 則

持続可能な磐田市の農業について 一 括
質 問

志政会 議員永 田 隆 幸

新磐田 議員芥 川 栄 人

成年年齢の引下げについて／児童・生徒を取り巻く
環境について／職員の育成・働き方等について

一 括
質 問

ひと・ほんの庭　にこっと
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※
１　
磐
田
市
ｄ
Ｘ
推
進
計
画
（
Ｐ
12
・
15
）

　
す
べ
て
の
人
々
が
、
よ
り
よ
い
未
来
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る

社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
変
革
を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し
て
行
っ
て

い
く
た
め
の
計
画
で
す
。
本
計
画
で
は
、「
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
」
を
小
文
字
「
ｄ
」で
「
Ｔ

ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
：
Ｘ
」
を
大
文
字
「
Ｘ
」
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

※
２　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
（
Ｐ
12
）

　
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
行
政
機
関
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
通
し
て
容
易
に
利
用
（
加
工
、編
集
、再
配
布
等
）
で
き
る
よ
う
公
開
さ
れ
た
デ
ー

タ
の
こ
と
で
す
。

※
３　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
Ｐ
12
）

　
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
膨
大
で
か
つ
構
造
が
複
雑
で
あ
る
が
、
そ
の
デ
ー
タ
間
の
関
係
性
等

を
分
析
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
可
能
性
の
あ
る
デ
ー
タ
群
の
こ
と
で
す
。

※
４　
ネ
ウ
ボ
ラ
（
Ｐ
14
・
15
）

　
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
を
意
味
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
子
育
て
家
庭
を
、
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
支
援
制
度
の
こ
と
で
す
。

　
「
磐
田
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
し
て
は
、「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
育
ち
を
支
え
る
子
育
て

支
援
」「
寄
り
添
い
型
の
相
談
支
援
」
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

※
５　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
（
Ｐ
14
）

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
対
戦
を
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し

て
捉
え
る
際
の
名
称
の
こ
と
で
す
。

※
６　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
Ｐ
17
）

　

全
地
方
公
共
団
体
の
一
般
行
政
職
の
給
料
月
額
を
同
一
の
基
準
で
比
較
す
る
た
め
、

国
の
職
員
数
（
構
成
）
を
用
い
て
、
学
歴
や
経
験
年
数
の
差
に
よ
る
影
響
を
補
正
し
、

国
の
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
適
用
職
員
の
俸
給
月
額
を
１
０
０
と
し
て
計
算
し
た
指
数

の
こ
と
で
す
。
本
市
の
３
年
度
の
指
数
は
98
・
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２ ３
1 15

初めてのオンラインによる
行政視察受入れ

３年度議会報告会実施報告書を
市長へ提出

　愛知県岩倉市議会総務・産業建設常任委員会
の皆さんの行政視察を受け入れました。テーマは

「食品ロス削減の取組について」です。
　今回は、磐田市議会として初めてオンライン形
式で行いました。手探りな中ではありましたが、岩
倉市議会の皆さんから多くの質疑が寄せられたこ
ともあり、活発な視察となりました。

　今後の市政の参考にしてもらうため、３年度議
会報告会の視聴実績と、ご意見に対する回答など
をまとめた実施報告書を市長へ提出しました。
　市長からは、「内容は職員と共有し、できる課題
には対応します。これからも、二元代表制としてと
もに市民の意見を聞いていきましょう」と話があり
ました。

　　3年４月から4年３月までの間に、市議会ご意見ポスト　　3年４月から4年３月までの間に、市議会ご意見ポスト
にお寄せいただいた市民の皆さまからのご意見と回答のにお寄せいただいた市民の皆さまからのご意見と回答の
一部を紹介します。 一部を紹介します。 

つつじ公園の現況について

そのほかいただいた主なご意見

カタカナ語の使用について

　　　　つつじ公園があまりにも乱れてし
まい残念です。昔はいつ訪れてもきれいで
したが、今はどこを歩いたらよいのかわかり
ません。
　しっぺい太郎が磐田市のシンボルで終わる
のではなく、原点となった場所に是非とも力
を注いでほしいです。

　　　　つつじ公園は園内のツツジなどの
巨木化により、園路が狭くなるなどして防
犯上の不安が寄せられていることから、２
年度からエリアを決めて、大きくなり過ぎた
ツツジの高さを順次下げる作業をしているこ
とを担当課に確認いたしました。
　市議会としましても、利用しやすい公園
環境につきまして、引き続き市執行部の対
応を注視してまいります。

　　　　質疑応答で多くの横文字言葉が使
われているのに驚きました。しかも、解説し
なければならない、まだ日本語になってい
ないと思われる外国語ばかりです。
　解説文が要らない日本語を使うのが通じ
やすいしふさわしいのではないでしょうか。

　　　　内容をわかりやすく伝え、また誤
解を避けるためにも必要以上のカタカナ語
の使用は避けるよう努めているところです。
一方で、新しい考え方や施策などを表現す
る際に、日本語による言い換えが定着して
いない場合には、適切に表現するためカタ
カナ語を使用せざるを得ない場合もあり、
このような時には、あわせてその意味を分
かりやすい言葉で明確に説明するよう心が
けています。
　市議会としましても、改めてカタカナ語の
適切な使用に努めてまいります。

●議員の行動について
●自治会の役員について
●女性の活躍と大クスについて
●青地と白地について
●水道事業の宣伝効果についてつつじ公園つつじ公園
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　３年度もコロナ禍での生活が続き行動
にも制約がある中で、広報広聴委員会で
は、市民の皆さんにわかりやすい発信を
心掛けました。「いわた羅針盤」や映像配

信での「議会報告会」を通し、市民からの幅広いご
意見を伺うよう取り組んでまいりました。
　これからも、皆さんから親しまれ、手に取って読ん
でもらえる「いわた羅針盤」となるよう努めてまいり
ます。

（江塚　学）

【広報広聴委員会】
■委 員 長：虫生	時彦　　■副委員長：鳥居	節夫
■委　　員：八木	義弘、小栗	宏之、江塚　学、芥川	栄人、根津	康広

　空の青さに灯台の白さが、その存在感を際立
たせていて思わずシャッターを切りました。
　私は、今回初めて市内に灯台があることを知り
ました。海があり山があり、自然豊かな磐田市が
大好きです。ずっと変わらない景色であってほし
いと思います。

表紙の写真 静岡県立磐田北高等学校　3年生

　長
なが
瀬
せ
　茉

ま
有
ゆ
希
き
さん

■全会一致により可決・同意された議案
⑴	３年度一般会計補正予算（第 11号）
⑵	　〃　駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
⑶　	〃　国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
⑷	　〃　後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
⑸　	〃　介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
⑹	　〃　水道事業会計補正予算（第２号）
⑺	　〃　下水道事業会計補正予算（第２号）
⑻	　〃　病院事業会計補正予算（第１号）
⑼	４年度駐車場事業特別会計予算
⑽	　〃　介護保険事業特別会計予算
⑾　	〃　広瀬財産区特別会計予算	
⑿　	〃　岩室財産区特別会計予算
⒀　	〃　虫生財産区特別会計予算
⒁　	〃　万瀬財産区特別会計予算
⒂　	〃　水道事業会計予算
⒃　	〃　下水道事業会計予算
⒄　	〃　病院事業会計予算

会派名
件　名  

志政会 せいわ会 新磐田 市民と
創る磐田

日本共産党
磐田市議団

公明党
磐　田 磐田の底力 結果

9人(※) ６人 ３人 ３人 ２人 ２人 １人

４年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

４年度国民健康保険事業
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

４年度後期高齢者医療
事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

■賛否の分かれた議案

※志政会の会派人数は９人ですが、採決は寺田幹根議長を除いた８人で行います。　　　　　　　		○：賛成　×：反対

次回は7月1日発行予定です。

5/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

月 臨 時 会 の 予 定5
（5月16日～5月23日）

※いずれも午前10時から
日程は変更する場合もあります。
聴覚障がい者の皆さまの議会傍聴のため、手話通訳者や要約筆記
者の手配等を行っています。ご希望の方は、事前に議会事務局（電話
0538-37-4822、ファックス0538-37-4845）までお問い合わせく
ださい。

本会議本会議
（採決）（採決）

本会議本会議
（議案上程ほか）（議案上程ほか）

⒅	スポーツ夢基金条例の制定
⒆	職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正
⒇	行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部改正
㉑	印鑑条例の一部改正
㉒	豊岡総合センター条例の一部改正
㉓	市立保育園条例の一部改正
㉔	子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額を定める条例の一部改正
㉕	森林等の火入れに関する条例の一部改正
㉖	消防団条例の一部改正
㉗	第２次磐田市総合計画後期基本計画
㉘	磐田市海岸防潮堤建設工事委託に関する契約の締結
㉙	市道の路線廃止
㉚	医療訴訟に係る損害賠償の額の決定
㉛	病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正
㉜	人権擁護委員の候補者推薦
㉝	ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻を断固非難する決議
㉞	市議会委員会条例の一部改正

■その他　⑴　	閉会中の継続調査




